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成２７年度建築コスト管理士試験問題

                                                    

章  

目
１．建築コスト管理の概要

項  

目
1.1 建築コスト管理とは 細  目

1.1.1 コスト管理とは何か

1.1.2 建築コスト管理の機能
正答肢 ３

問題 １

建築コスト管理に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ２ 24 行目

２．Ｐ３ 17 行目

【解答肢】 ３．Ｐ５ 21 行目

１．コスト管理の目的はコスト有効性を向上させることであり、投資しようとするコストでいかに ４．Ｐ３   6 行目

アウトプットとなる建築物から得られる効用を最大化させるかにある。

２．コスト管理とは、与えられた目標コストを効果的に達成するために、「プランニング（計画）と

コントロール（統制）」の有効な統合を図ることである。

３．コスト管理の業務改善、向上活動を推進するためには、計画（Plan）、処置（Action）、評価（Check）、

実施（Do）、の順序で回すことが有効である。 【 解 説 】

４. コスト管理は事業コストの目標を設定し、諸々の技法を駆使して目標を達成することである。 ３．が最も不適切

この目標を達成するための管理技術として、ＶＥ、ＬＣＣや統計管理手法などが活用される。 コスト管理の業務改善、向上活動を推進するに

ため計画（Plan）、実施（Do）、評価（Check）、

処置（Action）の順序でいわゆる PDCA

サイクルを回すことが有効である。
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

  

章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.2 設計計画段階の業務

細  

目
3.2.7 ＬＣＣ(ライフサイクルコスト) 正答肢 １

問題２

設計計画段階のコスト管理のなかで、建物運用期間を 60 年とした場合のＬＣＣの内訳構成比率に 【出 典】

  関する下記の表のうち、最も適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．～４． Ｐ １３１  8～23 行目

【解答肢】

区分 企画設計コスト 初期建設コスト
維持運用管理

コスト

躯体再利用

コスト

ＬＣＣ総計

(％)

１ 中規模ビル 0.4 20.8 78.0 0.8 100

２ 中規模ビル 0.3 32.0 65.0 2.7 100

３ 大規模ビル 2.0 19.6 76.0 2.4 100

４ 大規模ビル 2.1 32.3 64.8 0.8 100
【 解  説 】

１.が最も適切な数値である。
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章

目
4．コスト管理の知識理論・技術手法

項

目
4.3 工程計画とコスト 細目

4.3.2 工程計画の文書化

4.3.5 所要期間計算の基本

4.3.6  タクト工程

正答肢 ２

問題３

工程計画に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ２７１ 38 行目

２．Ｐ２６７ 14 行目

【解答肢】 ３．Ｐ２７１ 5行目

１．超高層ビルや住宅のように、同種の作業を繰返す場合、作業の所要時間を一定にして複数の作業が ４．Ｐ２６９ 1・31 行目

順番に行われるように計画された工程がタクト工程である。

２. 工程計画の文書化で作成されるバーチャート工程表は、プロジェクト工程のなかで最も時間を要する

一連の作業パッケ－ジを中心に工程計算を行い作成される。

３．一般的なＲＣ造の上部躯体工事のクリティカルパスは型枠工事であり、型枠大工の投入人数により

工期が決定される。 【解説】

４. 山留工法、杭工事は、土質や敷地条件等により施工歩掛が変化する。専門工事会社との打合せも ２．が最も不適切

効果的である。 プロジェクト工程のなかで最も時間を要する

一連の作業パッケ－ジを中心に工程計算を行い

工程計算を行い作成されるのは、

ネットワーク工程表である。
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章  

目
第 7 章 建築数量積算基準

項  

目
7.3.基準で決めていること

細  

目
7.3.1 総則の定義 正答肢 ４

問題４

建築数量積算基準は基準全体に共用するものを総則として定義しているが、次の記述のうち、 【出 典】

最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ２０７ 20～22 行目

２． Ｐ２０７   30～33 行目

【解答肢】 ３． Ｐ２０８        4 行目

１．設計数量とは、設計図書に表示されている個数や、設計寸法から求めた正味の数量で、仕上がり面積、 ４． Ｐ２０８    21～26 行目

体積、長さである。

２．基準で求める数量の基本となる計測寸法は、設計図書に表示されている寸法から求めることのできる

寸法と、設計図書に物差しを当てて読み取ることができる寸法である。

３．基準で取り扱う数量の単位は原則として、長さ：ｍ、面積：㎡、体積：㎥ 及び質量：ｔとする。

４．基準では細かく積上げて数量を算出する方法を定めているので、略算法や統計値を用いてはならない。 【 解  説 】

  ４．が最も不適切

必要に応じて略算法や統計値を

用いることもできる。
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章  

目
４．コスト管理の知識理論・技術手法

項  

目
10.マネジメント手法(PM･CM)

細  

目
正答肢 ２

問題５

マネジメント手法に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ３４９    32 行目

２． Ｐ３４１   20～24 行目

【解答肢】 ３． Ｐ３４２     27 行目

１．コンストラクションマネジメント（ＣＭ）に工事監理報告書及び工事報告書の確認が含まれることも ４． Ｐ３４８    40・41 行目

ある。

２．ＰＭ（プロジェクトマネジメント）／ＣＭ（コンストラクションマネジメント）とは、一般的に

  「技術的中立性を保ちつつ設計者の立場に立って、効率的、経済的に建設プロジェクトを推進し、

  予算内／予定工期内に期待される品質で業務領域における管理の一部または、全てを設計者に代わって

  行う業務」と定義することができる。 【 解  説 】

３．ＣＭアットリスクは、予定工事費をオーバーした時の保証をＣＭ事業者が行う。 ２．が最も不適切

４．我が国のコンストラクションマネジメント（ＣＭ）導入は、米国流の工事施工段階における分離発注を 設計者の立場⇒発注者の立場

前提とした管理業務からスタートしたものである。 設計者に代わって⇒発注者に代わって
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章  

目
４．ｺｽﾄ管理の知識理論・技術手法

項  

目
4.1 仮設と経費

細  

目

4.4.(1)共通仮設工事、(2)直接仮設工事

(3)現場管理費、 (4)一般管理費等
正答肢 １

問題６

仮設と経費に関する内容の次の組み合わせのうち、最も不適切なものを１つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ２３７ , 表 4.1-1

２． Ｐ２３７ , 表 4.1-1

【解答肢】 ３． Ｐ２４３ , 表 4.1-3

１．直接仮設工事  －  試験調査、屋外整理清掃 ４． Ｐ２４４ , 表 4.1-4

２．共通仮設工事  －  仮設建物、什器備品、仮設道路、準備費

３．現場管理費   －  式典費用、竣工写真代

４．一般管理費等  －  広告宣伝費、減価償却費、調査研究費

【 解  説 】

１．が最も不適切

試験調査、屋外整理清掃は

共通仮設工事の項目
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.4 発注方式

細  

目
3.4.1 施工者選定方式 正答肢 ４

問題７

発注範囲と契約方式に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ163    25 行目

２． Ｐ163    30 行目

【解答肢】 ３． Ｐ164    8 行目

１. 工事発注において、最も単純な方法は、一切の建設工事を単一の施工者に請負わせる一括発注方式 ４． Ｐ164    20 行目

である。

２. 一つのプロジェクトをいくつかの工事に分割して、それぞれについて別々に施工者と請負契約を結ぶ

  方式を分離発注と呼ぶ。

３. コストオン方式で工事費にオンされる管理経費は、「統括管理費用」などと称して工事の全体調整や

  専門工事会社の資材搬入に使うクレーン等の揚重機等などの使用料等に充当する費用である。 【 解  説 】

４. 設計・施工一貫方式による建設会社への一括発注方式は、①設計・施工責任の一元化 ②事業期間の 4.が最も不適切

短縮 ③プロジェクト早期段階での建築コストの確定などの特徴を有するが、特命による発注に限ら 特命による発注に限られるは間違い。

れる。 特命による発注も多いが競争によるものも

増加している。
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章

目
１．建築コスト管理の概要

項

目
1.2 建築コスト管理の目的

細

目

1.2.(1)建築生産におけるコスト管理の役

割 1.2.(2) コスト管理の目的

1.2.(3)発注者のコスト管理の主たる目的

正答肢 ２

問題８

建築コスト管理に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ８ 34 行目

２．Ｐ９ 11 行目

【解答肢】 ３．Ｐ１０ 2 行目

１．建築のコスト管理とは、発注者のために企画・設計・発注調達・工事・運用の各段階で建物の価値を ４．Ｐ９ 14 行目

高め、かつ建設コストをより低減するため短期的および長期的視点でコスト管理をしていく活動や

アプローチを指す。

２. 建築生産に関わるコスト管理は、発注者と施工者の 2分野のみに存在する。

３．発注者のコスト管理の主たる目的は、費用対効果の最大化を図ること、バランスのとれた最適予算配分

とすること、および目的予算内で事業を達成することである。 【解説】

４. コスト管理士は、計画建物の工事費算定と同時に建物機能に対してコストを効果的に活用するなど ２．が最も不適切

コストプランニング機能、さらには予算内で建物を調達するコストコントロール機能が必要となる。 建築生産に関わるコスト管理は、発注者、

設計者そして施工者の分野にそれぞれ存在

する
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章  

目
３．建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.2 設計計画段階の業務

細  

目

3.2.6 ＶＥ（ﾊﾞﾘｭｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

     （5）公共建築におけるＶＥ
正答肢 ３

問題９

公共建築におけるＶＥに関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ１２５ 9～10 行目

２．Ｐ１２５ 11～12 行目

【解答肢】 ３．Ｐ１２５ 7～ 8 行目

１．ＶＥチームの編成については、発注者が内部組織で編成し、ＶＥを行う「組織内ＶＥ」とＶＥを ４．Ｐ１２５ 2～ 3  行目

  外部組織に委託する「業務委託ＶＥ」に分けられる。        

２．「業務委託ＶＥ」はインハウスの専門技術者を多く抱えていない発注者（地方自治体等）で専門

  コンサルタントの活用を意識したものといえる。

３．ＶＥの実施にあたっては、同一の設計者によるＶＥチームを組織し、設計ＶＥ実施マニュアルに基づき、    

  ３～５日間程度の日程で実施している。 【 解  説 】

４．公共建築のＶＥに関しては、建設生産プロセスのどの段階で導入するかで「設計ＶＥ」、「入札時ＶＥ」 ３．が最も不適切

  「契約後ＶＥ」と様々な形態に分けられる。 同一の設計者によるＶＥチームは間違いで

設計者とは別なＶＥチームが正しい。
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章

目
4. コスト管理の知識理論・技術手法

項  

目
4.5 リスク管理とコスト

細  

目

4.5.3 建設工事におけるリスクコントロール

とコスト管理
正答肢 ２

問題１０

建設工事におけるリスクコントロールとコスト管理に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ２８８   ３４行目

２． Ｐ２８８   ２２行目

【解答肢】 ３． Ｐ２８８    ３１行目

１．設計段階からの発注者側リスクは、大部分が契約（設計、工事）によって担保されている。 ４． Ｐ２８８  ３８行目

２．発注者にとって、プロジェクトの最終段階が最もリスクの発生度合いが高い。

３．我が国において予備費という概念は、発注者サイドに十分認識されていないが、プロジェクトにおける

  コスト管理において、重要な項目である。

４. 建設会社倒産リスクへの対応は、履行ボンドや保証保険でカバーするが、これは公共工事のみに適用

されるため、民間の発注者は活用できない。 【 解  説 】

２．が最も不適切

発注者にとって、プロジェクトの初期段階が

最もリスクの発生度合いが高く、プロジェクト

が進むに従って減少する傾向にある。
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章  

目
8. 内訳書標準書式

項  

目
8.2 工種別内訳書標準書式

細  

目
正答肢 ２

問題１１

工種別内訳書標準書式による工事費の構成の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ２１６     

２． Ｐ２１６       表８．１   

【解答肢】 ３． Ｐ２１６

１．工事費  － 工事価格・消費税相当額 ４． Ｐ２１６

２．工事原価 － 純工事費・現場管理費・一般管理費等

３．純工事費 － 直接工事費・共通仮設費

４. 共通費  － 共通仮設費・現場管理費・一般管理費等

【 解  説 】

２．が最も不適切

工事原価に一般管理費等は含まれない。
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章  

目
4．建築コスト管理の概要

項  

目
4.7 法規とコスト

細  

目
4.7.6 環境に対する法規とコスト 正答肢 ４

問題１２

建築関連に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ３２０ 36 行目

２．Ｐ３２０ 39 行目

【解答肢】 ３．Ｐ３２０ 42 行目

１．住宅品質確保法では、設備等の維持管理、温熱、空気、光・視、音等の環境への対策等級、高齢者 ４．Ｐ３２１ 28 行目

への配慮その他の住宅性能表示が規定されている。

２. 長期優良住宅法では、認定基準として、バリアフリー性、省エネルギー性、居住環境があげられて

いる。

３．バリアフリー法は、高齢者、障害者、子供、妊婦、外国人などが建築物を利用する際の障害(バリア)

を取り除き、利便性・安全性の向上の促進を図るものである。 【 解  説 】

４. 床面積は、建築物のコストを量る物差しとして多く使用されている。建築基準法施行令等により ４．が最も不適切

具体的な算定方法が示され一定の統一が図られているのが「施工床面積」である。 建築基準法施行令等により具体的な算定が

示され一定の統一が図られているのは

「法床面積」である。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.6 建物維持管理段階の業務

細  

目
3.6.4 設備改修工事とコスト管理 正答肢 ３

問題１３

建物維持管理段階の設備改修とコスト管理に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ228 11～14 行目

２． Ｐ226 37～38 行目

【解答肢】 ３． Ｐ226    1～11 行目

１．作成、承認された中長期計画は、建物所有者によって改修修繕を実行して行くこととなるが、 ４． P226   22～24 行目

  中長期整備計画に記載された費用は概算額であることから実施前にはより詳細な計画の検討、立案と

  詳細コストの算定が必要である。

２．改修・修繕コストの算定においては、部位・設備ごとに行い、劣化度判定で行った実施年度に落とし込むこ

  より中長期整備計画（年度必要コスト）が完成する。

３．本調査は「目視診断」と「詳細診断」により行い、配管などは詳細診断によって劣化を確認する。 【 解  説 】

  Ｘ線調査により発錆、堆積物の状況や内部ライニングの剥離状態を撮影、分析して劣化状態を把握する。 ３.が最も不適切

４．本調査で得られた劣化状況や、事前調査で得られた改修履歴等の情報をもとにプライオリティ付けを 解答肢の調査方法は内視鏡調査である

行い、実施時期の設定を行う。 Ｘ線調査では、錆の発生状況や減肉の状況

  を観察する。
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

章  

目
1.建築コスト管理の概要

項  

目
1.4 建築コスト管理士の社会的責任と役割

細  

目
正答肢 ２

問題１４

建築コスト管理士の社会的責任と役割について、次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ16    5～7行目

２． Ｐ16   13～16 行目

【解答肢】 ３． Ｐ16    1～2行目

１．建築コストの専門家が責任を持って正確に数量を積算することは、健全な建設産業を確立するうえで ４． Ｐ15 33～37 行目

  きわめて重要である。

２．建築コスト管理士の業務範囲は、発注者の事業計画段階から竣工後の維持保全、改修段階までのコスト

管理である。   

３．建築コスト管理士は、建築コストの透明性、妥当性について説明責任がある。

４．社会から信頼される建築の専門家として、建築を社会的な存在として位置づけ、建築コスト管理という 【 解  説 】

専門業務を遂行するにあたり、営利行為にはしるのではなく、社会的に公正そして中立的な立場に立ち、 ２.が最も不適切

結果として社会から信頼されることである。建築コスト管理という業務を通して社会に貢献するという 発注者の事業計画段階から竣工後の維持

使命感と倫理感が求められている。 保全、改修段階、解体・廃棄に至るまでの

幅広いコスト管理がある。
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章  

目
３．建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.3 設備計画とコスト

細  

目
（9）設備コストの概算方法 正答肢 ３

問題１５

基本設計段階における設備工事コストの概算方法に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ１５３ 3 行目～

２．Ｐ１５３ 2 行目～

【解答肢】 ３．Ｐ１５３ 18 行目～

１．ラフスケッチ程度の設計図により設備容量・数量などを設定した作成代価により算定する方法は、 ４．Ｐ１５３ 5 行目～

  概算精度を上げられるが作業負担が大きくなる。        

２．実績事例を参考にした設備工事費の算定方法は、比較的容易に短期間で概算を行うことが可能であるが

  設備内容が類似していない場合、概算精度は期待できない。

３．概算のポイントは、実績事例を多く収集、工事比率の高い設備の精度を上げることが大事である。    

  また、工事費比率の高い機器類・専門工事などは、メーカーから詳細見積を徴収してチェックを行う。 【 解  説 】

４．実績事例をもとに部分的に設備容量・数量などを設定した作成代価により算定する方法は、実績事例 ３．が最も不適切

のみよりも概算精度は上がるが作業負担を伴う。 精度の高い設計図書が未完であるこの段階

で機器類・専門工事などの詳細見積は

徴収できない。

実績事例や概算見積などにより、限られた

時間内でコストを捉えることがポイント。
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

章  

目
４．ｺｽﾄ管理の知識理論・技術手法

項  

目
4.4 解体工事

細  

目

4.4.(10) 有害物質の処理

4.4.(11) 解体工事のコスト
正答肢 １

問題１６

解体工事に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ２８１   23・26 行目

２． Ｐ２８４   27・28 行目

【解答肢】 ３． Ｐ２８４    37・38 行目

１．石綿含有吹付け材（レベル１）は、特別管理産業廃棄物「廃石綿」として処理し、養生用の ４． Ｐ２８５    37・38 行目

  プラスチックシート、防護衣等は安定型産業廃棄物として処理する。

２．地上部鉄筋コンクリートの解体費は、通常床面積当りの単価か、コンクリート体積当りの単価で計上

  される。

３．地下部を解体する場合、１日当りの作業量は地上部解体の概ね８０％程度に低下する。

４．発生材のうち、有価物である鋼材（鉄筋・鉄骨等のスクラップ）は､一般的に解体工事費から控除される。 【 解  説 】

１．が最も不適切

養生用のプラスチックシート、防護衣等も

「廃石綿」として処理する。
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

                              

                              

章  

目

4．コスト管理の知識理論･技術手法
項  

目
4.12 建物の評価・鑑定

細  

目
4.12.(2)鑑定評価の方式と手法 正答肢 ２

問題１７

不動産の鑑定評価に関する下記の記述のなかで最も適切な組み合わせを 1 つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

Ｐ360  38～42 行目

不動産の鑑定評価の方式には    、   、   の 3方式があり、評価基準では

「    は不動産の再調達（建築、造成等による新規の調達をいう）に要する原価に着目して、

     は不動産の取引事例または賃貸借等の事例に着目して、    は不動産から生み出される収益に着目  

して不動産の価格または賃料をもとめようとするもの」としている。 平成 26 年並び替え

【解答肢】

番号 Ａ Ｂ Ｃ

1 比較方式 原価方式 収益方式

2 原価方式 比較方式 収益方式

3 原価方式 収益方式 比較方式

4 収益方式 比較方式 原価方式

【 解  説 】

２．が最も適切な組み合わせ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

       

章  

目
6. 建築積算業務の実際

項  

目
6.12 仮設

細  

目
6.12.4 直接仮設 正答肢 ３

問題１８

建築数量積算基準によると直接仮設の数量に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ１６０   ３６行目

２． Ｐ１６０ ３７行目

【解答肢】 ３． Ｐ１６１   ３行目

１．遣り方の数量は、建築面積とする。 ４． Ｐ１６１ ２行目

２．墨出し、養生、整理清掃後片付けの数量は、延床面積とする。

３．地足場の数量は、延床面積とする。

４. 災害防止施設の数量は、必要に応じた掛け長さ、掛け面積とする。

【 解  説 】

３．が最も不適切

地足場の数量は、建築面積とする。
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

章

目
4．コスト管理の知識理論・技術手法

項

目
4.2 構工法とコスト

細

目
4.2.3 ＣＦＴ構造とコスト 正答肢 ４

問題１９

ＣＦＴ構造とコストに関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさ 【出典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ２４８   38 行目

２．Ｐ２４９   7 行目

【解答肢】 ３．Ｐ２４９  2 行目

１．充填コンクリートはコストアップの要因である。高強度高流動化コンクリートであることから、 ４．Ｐ２４８ 35 行目

単価は高く、また打設（バケットによる落し込み、あるいはポンプによる上部圧圧入充填）

の単価も高い。

２. ＲＣ造と比較して、躯体施工時に、残材・梱包材等の発生材が少なく、清掃片付費、発生材処分費等も

減少する

３．ＲＣ造現場打ち工法と比較した場合、現場の作業人員も少なく、労務管理面や安全管理面において 【解説】

優れており、現場管理費の低減が見られる。 ４．が最も不適切

４. 従来のＳ造と比較すると、柱内にコンクリートを充填することにより、鋼管柱の断面（肉厚）を 鉄骨量は減少するが、建物重量は増加する

低減できるため、鉄骨量が減少し、建物重量も減少する。 ためその影響を考慮する必要がある。
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

   

章  

目
4．コスト管理の知識理論･技術手法

項  

目
4.7 法規とコスト

細  

目

4.7.（5）「火災に対する安全性」に関する法

規とコスト
正答肢 ３

問題２０

耐火構造で内装を制限したものの屋内消火栓設備の設置基準例について、つぎの記述のうち、 【出 典】

最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ317   14 行目

２． Ｐ317   15 行目

【解答肢】 ３． Ｐ317   15 行目

１．床面積 1,000 ㎡以上：特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、その他 ４． Ｐ317  19 行目

２．床面積 1,500 ㎡以上：劇場、集会所

３．床面積 2,000 ㎡以上：百貨店、マーケット、旅館、ホテル、寄宿舎、共同住宅、病院、

             老人デイサービスセンター、学校、図書館、工場、倉庫、その他

４. 床面積 3,000 ㎡以上:事務所、銀行

【 解  説 】

3が最も不適切

床面積 2,100 ㎡が正解
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章  

目
8. 内訳書標準書式

項  

目
8.3 部分別内訳書標準書式

細  

目
8.3.1 部分別内訳の区分について 正答肢 ２

問題２１

部分別内訳書標準書式における仕上の区分や構成に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

１つ選び、その番号を答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ２１７    ２３行目

２． Ｐ２１７   ２４行目

【解答肢】 ３． Ｐ２１７  ２５行目

１．表面処理 － 塗装、吹付けなど ４． Ｐ２１７    ２６行目

２．主仕上  － 表面処理を含む仕上表面

３．仕上下地 － 主仕上と躯体の中間層で骨組下地と下地板類に区分される

４. 附合物  － 意匠、装飾など主仕上に附合する材料、製品、器具など

【 解  説 】

２．が最も不適切

表面処理を除く仕上表面
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平成２７年度建築コスト管理士試験問題

章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.6 建物維持管理段階の業務

細

目
3.6.5 集合住宅の維持保全とコスト管理 正答肢 １

問題２２

建物維持管理段階の一般的な分譲集合住宅の維持保全とコスト管理に関する、次の記述のうち、 【出 典】

最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ229 28～31 行目

２． Ｐ229 25～26 行目

【解答肢】 ３． Ｐ231    5～8 行目

１．区分所有法では、建て替えは３分の２以上の多数による議決が必要である。 ４． Ｐ230    1～10 行目

２．大規模修繕(防水・外壁等)工事は、長期修繕計画を作成し、必要な修繕積立金を蓄える必要がある。

３．２００８年６月に国土交通省からマンションにおける長期修繕計画の作成、見直しおよび修繕積立金

  の設定に関する基本的な考え方と長期修繕計画標準様式を示した「長期修繕計画標準様式、長期修繕

  計画ガイドライン」が公表された。

４．専有部分と共用部分との境目である窓サッシや玄関ドアなどは、一般的に共用部分として扱われており、 【 解  説 】

  区分所有者が勝手に取り替えや改修することはできない。 １.が最も不適切

建替えは５分の４以上の多数による決議

が必要である。
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章

目
4．コスト管理の知識理論・技術手法

項

目
4.2 構工法とコスト

細

目
4.2.6 免震構造 正答肢 ３

問題２３

免震構造に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ２５２   15 行目

２．Ｐ２５２   26 行目

【解答肢】 ３．Ｐ２５４   40 行目

１．免震構造は、水平方向に柔らかい免震層を地盤と建物の間に介し、地盤の揺れの周期に対して建物の ４．Ｐ２５２   42 行目

振動周期を長くして地震動との共振を抑える機構をもつ。

２. 基礎免震は、地下に免震用ピットを設けるため、土工事等のコストがアップし、工期も長くなる傾向が

ある。

３．オイルダンパーは、建物が傾かないよう、鉛直方向に固く支える機能である。

４. アイソレータ機構は、地震時に建物を水平方向に柔らかく支え、ゆっくりと動かせる機能を持ったもの 【解説】

である。 3.が最も不適切

オイルダンパーは、シリンダー内に充填された

オイルの液体抵抗を利用して、エネルギーを

吸収する機構である。



24

平成２７年度建築コスト管理士試験問題

章  

目
4．コスト管理の知識理論・技術手法

項  

目
4.7 法規とコスト 細  目 4.7.3 コストから見た法規の分類 正答肢 ２

問題２４

法規とコストに関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ３０８ 32 行目

２．Ｐ３０８ 38 行目

【解答肢】 ３．Ｐ３０６   4 行目

１．コスト管理の視点から見た法規の分類には、地震（風圧）に対する安全性、火災に対する安全性、 ４．Ｐ３０５ 39 行目

環境に関するもの等に大別できる。

２. 地震（風圧）に対する安全性に関しては、建築基準法以外に長期優良住宅法・省エネ法などに

耐震性が規定されている。

３．コスト管理業務としての重要な活動の１つは、設計段階において、法規の適用や除外の様々なので、

要件の整理選定における、コスト面からのアドバイスをすることである。 【 解  説 】

４. コスト管理業務としての重要な活動の１つは、設計の初期段階、企画構想から基本計画における段階で ２．が最も不適切

法令等を的確に反映し目標コストあるいは概算コストを設定することである。 省エネ法は、環境に関するもの。

地震（風圧）に対する安全性で耐震性が規定

されているのは、住宅品質確保法である。
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章  

目
1.建築コスト管理の概要

項  

目
1.3 建築コスト管理士の業務と活動領域

細  

目
正答肢 １

問題２５

建築コスト管理士の業務と活動領域に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1つ選び 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ12 6～7行目

２． Ｐ12   35 行目・ P13  18～19 行目

【解答肢】 ３． Ｐ13 25～26 行目・ P14  1～3行目

１．建築コスト管理士の定義においては、専門性を高めるため「求められる技術」と「求められる知識」 ４． Ｐ11 40～41 行目

  を規定しており、具体的に業務内容・業務領域についても規定している。

２．発注者側におけるコストマネジメントの主たる目的は、事業（プロジェクト）の成功にある。

  コストマネジメントにおいて、発注者に対する透明性と施工者を始めとする関係者に対する技術的

  公平性について留意することは重要である。

３．施工者側におけるコストマネジメントの主たる目的は、工事の受注と適正利益の確保にある。 【 解  説 】

特命受注案件にいては、設計者との技術的信頼関係を築き、設計の川上段階から、きめ細かいコスト 1.が最も不適切

  マネジメントの協力を行い、かつまたその際受注者および設計者側に対して的確な公平性を確保する 積算に携わる技術者が現在活動している領域は

ことは重要である 限定されているが、将来的に活動の場を広げ、

４．建築コスト管理士の資格の位置づけは、建築積算士補・建築積算士の資格を包括した存在と 活躍レベルを大きく飛躍させることが可能と

  なっている。 なりつつあることから、業務内容・活動領域

は具体的に規定していない。
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章  

目
２．建設産業とコスト管理

項  

目

2.3 国際プロジュエクトに
おけるコスト管理

細  

目
2.3.2 海外プロジェクトの問題点 正答肢 ３

問題２６

海外プロジェクトに関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ２８ １１～1２ 行目

【 解 答 肢 】 ２． P２６ ４１～４２行目

１．海外工事においては、国内工事と異なるリスクの大きさの認識と事前措置を踏まえた｢リスク体制の ３．Ｐ２７ ３９～４１行目

整備｣が必要である。 ４．Ｐ２７ １０～１５行目

２．現時点では、先進国企業と比べて国内企業は、｢建設工期の厳守｣、｢工事品質面の確保｣、

  ｢建築技術水準の高さ｣のハードの面の技術に関しては、きわめて高い評価を得ている。

３．第３国も含め、海外における調達ルートを確保しているので、受注前段階で調達価格の変動リスク

として予備費等を見込んでおく必要はない。

４．現地に根ざした建設事情への精通度と分析力、商習慣の異なる契約交渉への対応力を十分に備えて 【 解  説 】

おくことは必要である。 ３．が最も不適切

海外での工事は、不確定要素多いので予備費

等は必ず見込んでおくことが必要。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.2 設計計画段階の業務

細  

目
3.2.2 設計計画とコスト管理 正答肢 ４

問題２７

設計計画段階のコスト管理のなかで、コストコントロールの役割に関する記述のうち、 【出 典】

  最も不適切なものを 1つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ ６５  21 行目

２． Ｐ ６５  22 行目

【解答肢】 ３． Ｐ ６５  23 行目

１． 目標コストと設計内容との整合性についての継続的なチェックを行う。 ４． Ｐ ６４  3 行目

２． 目標コストと概算コストとの比較差異分析を行う。

３.  目標コストに収めるため設計内容について検討･提示を行う。

４． 目標コストの最適なコスト配分を行う。

【 解  説 】

４.が最も不適切

最適なコスト配分を行うのは、

｢コストプランニングの役割｣である。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.４ 発注方式

細  

目
3.4.2 価格契約方式 正答肢 ３

問題２８

価格契約方式に関する次の記述のうち、最も不適切ものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ 175   21 行目

２． Ｐ 175   34 行目

【解答肢】 ３． Ｐ 176   2 行目

１．定額請負契約は、総額一本で価格契約する「総価契約」のみならず、工事内訳書の細目工事単価毎での ４． Ｐ 176 17 行目

  「単価契約」そして「総価単価契約」も含まれる。

２．総価請負契約は、施工者が建設工事を一式総額のみで請負う方式であり、発注者にとっては、支払う

  工事総額が契約時に確定しているので明確になっており、コスト管理も行いやすい。

３. 単価請負契約は、設計図の完成度が低い段階で契約をする場合や着工を急ぐ場合に用いられ、請負工事

の工種ごとに単位数量当たりの価格を決めて行うが、改修工事や修繕工事等には不向きである。 【 解  説 】

４. 総価単価契約は、総価のみの契約から、工事単価も発注者と受注者双方が前もって合意しておくことで、 3. が最も不適切

設計変更等の金額の算定や、部分払いに伴う円滑な価格協議および双務性の向上を意図している。 実際に要した数量や経費は、設計図が完成後

に計測し、それに契約単価を掛けて清算する

方式であり、改修工事や修繕工事等によく

採用されている。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.4 発注方式

細  

目

3.4.1 施工者選定方式

（３）設計者・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの選定方式
正答肢 1

問題２９

設計者・建設コンサルタントの選定方式に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

1 つ選び、その番号を答えなさい。 １． Ｐ171   19 行目

２． Ｐ171 29 行目

【解答肢】 ３． Ｐ171 37 行目

１. 特命随意契約は、特定の設計者等に直接委託する契約であり、民間工事のみに適用される。 ４． Ｐ172 14 行目

２. コンペ方式は、発注者が複数の設計者から、対象プロジェクトについて設計案の提示を求めその中から

  最も優れた設計案を選定する。

３. プロポーザルは、発注者の仕様に合わせて設計者・コンサルタントの考えを表現するものである。

４. 設計入札は、工事入札と同様、最低価格の応札者を設計者として選定する方法である。

【 解  説 】

1.が最も不適切

民間工事のみではなく、公共工事にも適用

される。
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章  

目
6. 建築積算業務の実際

項  

目
6.16 値入業務

細  

目
正答肢 ３

問題３０

値入業務に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築積算士ガイドブック

１． Ｐ１８２   ８行目

２． Ｐ１８２ １１行目

【解答肢】 ３． Ｐ１８２  ２２行目

１．一般に建築工事では、公共工事の発注者側や受注者側の総合請負会社（ゼネコン）や専門工事会社 ４． Ｐ１８４  ３４行目

  （サブコン）が値入作業をともなう内訳書の作成業務をおこなう。

２．積算業務の最終目的は、建設費を算出することにあり、積算者にとっても値入業務は非常に重要である。

３．刊行物に掲載されている全ての単価は、実際の取引価格を調査の上掲載されているので、そのまま利用

できる。

４．値入担当者が内訳書作成者と違う場合が多々あるが、第三者が値の入れ易い内訳書表現は、積算業務の 【 解  説 】

  付加価値を上げ、値入のミスをなくすことにつながる。 ３．が最も不適切

実際の取引価格を調査の上掲載されているが、

一部にはメーカーなどが公表しているカタログ

単価（公表価格）も掲載されているので、

使用する際は注意を要する。
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章  

目
４．コスト管理の知識の理論・技術手法

項  

目
4.11 ＰＦＩとコスト管理

細  

目

（１）PFI とは、（３）PFI 事業の仕組み、（４）

PFI 事業のコスト、（５）PFI 事業の計画
正答肢 ２

問題３１

ＰＦＩとコスト管理に関する記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ３５５ 30 行目～

２．Ｐ３５１ 2 行目～

【解答肢】 ３．Ｐ３５３ 24 行目～

１．ＰＦＩ方式を採用することにより、従来方式に比較して施設の整備や維持管理・運営にかかる経費が ４．Ｐ３５５ 42 行目～

  低減できる割合を「縮減率」と呼ぶ。        

２．ＰＦＩ事業では、ＳＰＣ（特定目的会社）が事業に必要な資金を調達する国や地方公共団体の役割が   

  大きく、国や地方公共団体は、該当事業そのものを担保とした融資（プロジェクトファイナンス）を

  ＳＰＣに対して行う。    

３．公共サービスの提供を目的として公共部門が実施する事業にも、民間事業と同様に、様々なリスクが 【 解  説 】

  伴う。 ２．が最も不適切

４．ＰＦＩ事業では、公共サービスの提供に必要な施設の設計・建設から維持管理・運用までを、民間事業 国や地方公共団体ではなく金融機関である。

者に一括して任せることになり、従来方式で実施する公共事業に比較して民間事業者の裁量の範囲は

  大幅に広がる。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.6 建物維持管理段階の業務

細  

目
3.6.1 建物管理とコスト管理 正答肢 ４

問題３２

建物維持管理段階のビル運営・管理業務に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ203    24～26 行目

２． Ｐ202    20～22 行目

【解答肢】 ３． Ｐ201  36～39 行目

１．ＴＭ（タウンマネジメント）業務は、ビル所有者の立場で、ビルは街の共有財産との視点から街区内 ４． Ｐ199   32～34 行目

  の交流促進、周辺地域との交流共存、街の快適性、賑わいの演出、防災拠点としての対応などを行う。

２．ＣＭ（コンストラクションマネジメント）業務は、ビル所有者の立場で建築・設備の保全計画を立案

  し、発注先の選定・工事金額等の内容検討、工事期間中の施工管理・施工引渡検査等を行う。

３．ＬＭ（リーシングマネジメント）業務は、ビル所有者の代行者としてアセットマネジャーが決定した

  営業方針のもと、空室営業および既存テナントとの営業折衝を行う。 【 解  説 】

４. ＡＭ（アセットマネジメント）業務は、ビル所有者の代行者としてビル全体の建物管理および ４.が最も不適切

  キャッシュフロー(収入・支出)の管理を行い、外部委託する業務についてはその統括を行う。 解答肢の業務は狭義の PM 業務の役割である。

AM(ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)業務は、ﾋﾞﾙ所有者の

代行者として不動産ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの収益拡大

に努め、必要な方策を実行する役割を

有しており、受託物件の収益責任を負う。
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章  

目
4. コスト管理の知識理論・技術手法

項  

目

4.8 建築コスト管理における情報技術

（ＩＣＴ）とＢＩＭ

細  

目
正答肢 ３

問題３３

建築コスト管理における情報技術（ＩＣＴ）に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ３２７   １８行目

２． Ｐ３２６   ３５行目

【解答肢】 ３． Ｐ３２６  ３８行目

１．電子納品とは、従来、紙でやり取りしていた書類や最終の成果品を電子データで納品することである。 ４． Ｐ３２６  ３９行目

２．電子入札は、競争参加資格の確認申請から確認結果の通知、入札執行、入札結果の通知、再入札などに

  対応している。

３. 電子入札システムとは、発注機関と受注者だけで完結するシステムである。

４．電子入札には「なりすまし」や「改ざん」を防ぐために電子署名や電子認証の技術が用いられている。

【 解  説 】

３．が最も不適切

電子入札システムでは、発注機関と受注者だけ

ではなく、電子入札システムと電子認証局も

関連する。
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章  

目
6. 建築積算業務の実際

項  

目
6.16 値入業務

細  

目
6.16.2 工事科目ごとの注意点 正答肢 ２

問題３４

公共工事における一般的な値入業務に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ１８２   ３６行目

２． Ｐ１８２   ３９行目

【解答肢】 ３． Ｐ１８３  １５行目

１．鉄筋や鉄骨の値入の際に現場が地方の場合、主要資材は最寄りの大都市圏の単価を使用するのか ４． Ｐ１８４    ５行目

  地方単価を使用するのか判断を要する。

２．鉄筋の値入の際にスクラップの単価は、通常「鉄くず等級Ｈ２」を採用する。またスクラップ数量に

  関しては、（所要数量－設計数量）×９０％で計上する。

３．コンクリートの値入の際に生コンは、地域単価の差異が大きい場合があるので、まぎらわしい場合は

  住所だけで判断せずに、生コン協組に地域を確認する。 【 解  説 】

４．型枠の値入の際に、曲面型枠や円柱型枠の単価は非常に高いので数量の計測・計算にも注意が必要である。 ２．が最も不適切

（所要数量－設計数量）×７０％

で計上するのが一般的である。
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  章

目
4.コスト管理の知識理論・技術手法

項  

目
4.9 市場コスト情報とコスト管理

細  

目
4.9.2 市場価格情報の入手・分析方法 正答肢 ３

問題３５

実績値価格情報に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ334  8 行目

２． Ｐ334  4 行目

【解答肢】 ３． Ｐ336  25 行目

１. 実例モデルによる実績値価格は、過去の内訳明細書から総工事費とそれを構成する工種別や部分別の ４． Ｐ336  28 行目

  金額を求め、延床面積や施工面積などから床面積を当り等の単価を算定するのが一般的である。

２. モデルとなる内訳書の精度が高ければ、求められた概算データーの含んでいる価格構成がより明確に

  なり使いやすいものとなり、 自社の実績データーさえあれば独自のデーターベースの作成は可能である。

３. 建築は個別性が強く単価も広範囲に分布するため、グラフ等が示す傾向から目安となる相場観を確認する

ことは出来ない。 【 解  説 】

４． 契約価格は、発注者、施工者、設計者などのプロジェクト当事者が立場に関わらず情報を把握できる 3.が最も不適切

ため、業態を超えて同じ視点による情報共有が可能となる。 相場観を確認することが出来るが正解。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.6 建物維持管理段階の業務

細  

目
3.6.1 建物管理とコスト管理 正答肢 ４

問題３６

建物維持管理段階の狭義のＣＭ(コンストラクションマネジメント)業務内容について、次の記述の 【出 典】

うち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ202 30 行目

２． Ｐ202 31 行目

【解答肢】 ３． Ｐ202   32 行目

１．建物・設備の劣化診断(経年劣化)を行う。 ４． Ｐ200    40 行目

２．社会的劣化状況調査(競合ビル、新築ビルとのスペック比較)を行う。

３．アスベスト除去・封じ込め、耐震性能向上、CO2削減等への対応検討を行う。

４. 警備仕様の見直しを行う。

  

【 解  説 】

４.が最も不適切

警備仕様の見直しは、狭義での PM 業務

である。
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章  

目
第 7 章 建築数量積算基準

項  

目
3.基準で決めていること

細  

目
7.3.2 区別・区分で決めていること 正答肢 ２

問題３７

建築数量積算基準で定められている型枠の通則に関する次の記述のうち、最も適切なものを１つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ２０９  27～29 行目

２． Ｐ２０９   30 行目

【解答肢】 ３． Ｐ２０９ 31 行目

１．基礎梁等と底盤､接続面の柱と梁幅が同一のもの、梁と床板、壁式構造の壁と床板の接続部について ４． Ｐ２０９    32 行目

  「さきの部分」の型枠は差し引く。これ以外は接続部の面積が０．５㎡以下の箇所の型枠の欠除は

ないものとする。

２．開口部の内法寸法による面積が１か所当たり０．５㎡以下の欠除は、ないものとする。

３．型枠を計測・計算する場合、コンクリートの斜面勾配が４／１０を超える場合は、上面型枠を計測

  ・計算する。  【 解  説 】

４．化粧目地、打継ぎ目地、誘発目地などは計測・計算の対象としない。 １．1.0 ㎡以下の欠除はないものとする。

２．正解。

３．3/10 を超える場合は上面型枠を計測・

  計算する。

４．計測の対象とする。
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章  

目
4．コスト管理の知識理論･技術手法

項  

目
4.13 コスト管理業務に関わる法的責任

細  

目
正答肢 1

問題３８

コスト管理業務に関わる法的責任において、次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ371 6～15 行目

２．P372 33～35 行目

３．Ｐ367 31～32 行目

【解答肢】 ４．Ｐ367     42 行目

１．不法行為責任(民法第 709条)は、その時効に相当する期間が 10 年である。

２. 住宅瑕疵担保履行法は新築住宅の販売者等に対し供託金を積むか保険加入をし、瑕疵担保責任の

  履行を確保するものである。

３．建築請負代金に関する訴訟件数は、建物の瑕疵をめぐる損害賠償訴訟件数よりも多い。

４. 民法では、業務契約に関する責任のあり方について、契約の種類を 13 に分類して規定している。 【 解  説 】

1．が最も不適切

期間は20 年
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.1 建築コスト管理の業務体系

細  

目

3.1.1 プロジェクトの各段階とコスト管理

業務
正答肢 3

問題３９

プロジェクトの各段階とコスト管理業務の内容に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

1.   Ｐ33       

２． Ｐ33     表 3.1.1.2

【解答肢】 ３． Ｐ33        

１．企画段階の業務には、類似事例あるいは略概算による工事費概算書の作成、設計者選定を含め初期の ４． Ｐ33         

  発注戦略の検討などがあるが、事業の採算性検討も重要な業務である。

２．基本設計段階の業務には、工事費概算書の作成、建設市場動向の調査・確認、設計ＶＥの実施などが

  あるが、目標予算との確認・チェックも重要な業務である。

３．実施設計段階の業務には、工事費の算出、目標予算との比較・検証、設計ＶＥの実施などがあるが、

複数計画案のコスト比較も重要な業務である。 【 解  説 】

４. 発注段階の業務には、発注方式の提案・助言、施工者の選定支援、工事見積書の内容検討・審査・評価 3. が最も不適切

・折衝などがあるが、契約条件の策定も重要な業務である。 複数計画案のコスト比較は、基本計画・

基本設計段階の業務である。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.6 建物維持管理段階の業務

細  

目
3.6.2 ＦＭ(ファシリティマネジメント) 正答肢 １

問題４０

建物維持管理段階のＦＭ(ファシリティマネジメント)に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ213 15～19 行目

２． Ｐ211 29～32 行目

【解答肢】 ３． Ｐ211 40～42 行目

１．大規模な改修計画は、建物の各部位や設備機器類が経年とともに劣化し更新が必要となる時期をそれぞれ ４． Ｐ215 40～42 行目

  想定し、将来的に満たすべき要求水準を適宜設定のうえ、効率的な改修計画を５年から１０年で検討する

  ことが効果的である。

２．所有者が、建物を経営資源として効果的、効率的に整備活用していくためには、その時々の社会経済

  情勢を踏まえた経営戦略に対して的確な対応をしていかなければならない。ＦＭは、建物のライフ

  サイクルにおけるこのような活動といえる。 【 解  説 】

３．ＦＭの具体的業務として実施したプロジェクトの成果や施設の運営・管理状況に対する評価を行い、 １.が最も不適切

  その結果を以降のＦＭ戦略や実行計画へ反映させることも重要な業務である。 大規模な改修計画は 10年や 20 年といった

４．ＦＭで扱うコストは、施設を利用するためのコスト、施設を維持するためのコストおよび施設を 中長期的な時間軸で検討する。

    運営するためのコストである。
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章  

目
10. チェック及びデータ分析

項  

目
10.3 データの整理と分析

細  

目
10.3.2 数量データ 正答肢 ３

問題４１

数量データの分析に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築積算士ガイドブック

１． Ｐ２５１   ２２行目

２． Ｐ２５１   ３８行目

【解答肢】 ３． Ｐ２５１  ３６行目

１．根切量は、土質や地下部分の比率によっても変化が大きいので単なる㎥あたりの歩掛りだけでは信頼性 ４． Ｐ２５２  ５行目

  に問題がある。

２．屋上仕上面積にトップライトは原則として含める。

３. 外壁仕上面積（特に床面積に対する比率）の平面形状等による変化はない。

４．内部仕上数量における壁面積にパーティション、可動間仕切等を含めない。

【 解  説 】

３．が最も不適切

外壁仕上面積は平面形状等により

大きく変化する。
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章  

目
4．コスト管理の知識理論･技術手法

項  

目
4.12 建物の評価・鑑定

細  

目
4.12.(1)不動産鑑定評価制度の概要 正答肢 1

問題４２

建物の評価・鑑定に関する記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ359 10 行目

【解答肢】 ２．P357 40,41 行目

１. 鑑定評価を行う場合、エンジニアリング・レポートの取得が原則であるが、エンジニアリング・ ３．P358 40 行目

レポートの提出がない時や内容が不十分と判断する場合は、土地家屋調査士による調査等を実施し、 ４．Ｐ357 38 行目

  内容が適切と判断した理由を鑑定士報告書に記載しなければならない。

２．仲介等における価格査定や建築士の建物価格調査等は、不動産の鑑定評価からは除外される。

３．証券化対象不動産の鑑定評価は、複数物件が短期間で依頼されることも多いことから、あらかじめ

  依頼者に対し、不動産鑑定士が鑑定評価の一環として必要事項を確認し、それを踏まえて処理計画を

  策定・変更することが義務づけられた。 【 解  説 】

４. 不動産の鑑定評価とは、不動産の鑑定評価に関する法律(第２条第１項)に、｢不動産(土地もしくは 1．が最も不適切

建物又はこれらに関する所有権以外の権利）の経済価値を判定し、その結果を表示することをいう」 土地家屋調査士ではなく不動産鑑定士

  と定義されている。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.1 建築コスト管理の業務体系

細  

目

3.1.1 プロジェクトの各段階とコスト管理

   業務
正答肢 3

問題４３

プロジェクトの各段階とコスト管理業務の内容に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ41       31 行目

２． Ｐ42      29 行目

【解答肢】 ３． Ｐ4   1～25 行目

１．発注調達段階の業務には、発注戦略の策定支援、施工者の選定支援、契約条件の策定支援などがあるが、 ４． Ｐ43～45 33～行目

  請負代金の確認も重要な業務である。

２．発注者側の施工段階の業務には、工事総額についての予算管理、工事出来高に関する工事費支払い審査

  ・確認などがあるが、設計変更に関する工事支払い妥当性の審査・確認も重要な業務である。

３．施工者側の施工段階の業務には、工事総額の管理、設計変更・追加工事金額の算定および管理などが

あるが、原価管理は工事完了後に行う重要な業務である。 【 解  説 】

４. 維持保全段階の業務には、点検・保守業務費および運営費の管理、中期保全計画の整備、改修プロ 3. が最も不適切

ジェクトの実施などがあるが、施設の運用状況の評価も重要な業務である。 施工者側が行う原価管理は、工事完了後に

行うは間違い。

原価管理とは工事中実施する事に意義が

ある。
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章  

目
４．コスト管理の知識の理論・技術手法

項  

目
4.11 ＰＦＩとコスト管理

細  

目

（１）PFI とは、（３）PFI事業の仕組み、

（５）PFI 事業計画
正答肢 ２

問題４４

ＰＦＩとコスト管理に関する記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ３５０ 5～ 7 行目

２．Ｐ３５３ 12～14 行目

【解答肢】 ３．Ｐ３５６ 12～13 行目

１．ＰＦＩとは、国や地方公共団体といった公共部門による公共サービスの調達方法の１つであり、民間の ４．Ｐ３５５ 9～10 行目

  資金と経営ノウハウを積極的に活用しようとする仕組みである。       

２．ＰＦＩ事業は、一定水準の公共サービスを提供する際に、ＰＦＩ方式と従来方式による経済的メリット

  （ＶＦＭ）の比較を行わずに実施される場合もある。

３．ＰＦＩ事業の計画段階では、事業の実施に伴う各種のリスクを官民がそれぞれ合理的に分担し、事業の    

  内容とリスク分担のバランスを適切に図ることが重要になる。 【 解  説 】

４．ＰＦＩ事業は、施設整備費と維持管理・運営費に大きく分類され、それぞれ各段階別に想定する事業 ２．がもっとも不適切

  形態に基づき必要な費用を積み上げる。 ＰＦＩ方式に比較して従来方式による方が

経済的メリットがある は間違いで、

従来方式に比較してＰＦＩ方式による方が

経済的メリットがある が正しい。
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章  

目
３．建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.2 設計計画段階の業務

細  

目
3.2.3 建築設計要因とコスト 正答肢 ４

問題４５

全体工事費に占める一般的な設備工事（電気・空調・衛生・昇降機）の比率について、 【出 典】

次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ１４６ 33～36 行目

２．Ｐ１４７ 33 行目

【解答肢】 ３．Ｐ１４７ 12 行目

１．大規模複合用途施設（事務所・住宅・駐車場他）の設備工事比率は３０％程度になる。 ４．Ｐ１４７ 33～40 行目

２．美術館の設備工事比率は、２０％程度になる。

３．医療センターの設備工事比率は、３５～４０％程度になる。

４．研究所（食品関連施設）の設備工事比率は２０％程度になる。

     

【 解  説 】

  ４．が最も不適切

食品関連施設では

設備工事比率は４０％程度となる。

  （研究内容等によっては５０％を超える

例もある。）
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章

目
4．コスト管理の知識理論・技術手法 項目 4.3 工程計画とコスト 細目

4.3.1 工程計画がコストに与える影

響から
正答肢 ３

問題４６

工程計画に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ２６４ 4行目

２．Ｐ２６３ 41 行目

３．Ｐ２６４ 9 行目

【解答肢】 ４．Ｐ２６４ 1 行目

１．1か月の作業日数、1日の作業時間を増やすことにより、労務費が上昇する。

２. 労務者は、無理して人数を集めることにより、応援割増単価が発生する。ただし、労務に余剰感が

ある場合は、影響が少ない。

３．清掃片付費、塵芥処分費は、突貫工事において減少する傾向にあるが、構工法の変更（RC造を S造に、

RC 造を PC 造に）においては、増加する傾向にある。 【解説】

４. 施工機械増加に対しては、機械運搬費および組立解体費が増加する。 3．が最も不適切

清掃片付費、塵芥処分費は、突貫工事に

おいては増加する傾向にあり、構工法の変更に

おいては減少する傾向にある。
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章  

目
第 7 章 建築数量積算基準

項  

目
7.2.基準の構成

細  

目
正答肢 ３

問題４７

建築数量積算基準の構成に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ２０５ 9・10 行目

２． Ｐ２０５ 11・12 行目

【解答肢】 ３． Ｐ２０６ 表 7.1 Ｐ２０５ , 13 行目

１．基準は、建物を造るために必要な建築材料の数量を算出するための計測・計算方法を定めたもの ４． Ｐ２０５ 21・22 行目

  である。

２．建物の構造材、仕上材は、時代とともに変化するが、本基準を適用または準用することで対処できる。

３．基準は「仮設、土工･地業、躯体（鉄骨含む）、仕上、屋外施設等、改修」の６基準で構成されている。

４．仕上は、床、幅木、壁、天井を共通とし、この共通の基準に則さない材料および工種については材種

による特則として計測・計算基準を定めている。 【 解  説 】

３．が最も不適切

発生材処理を含む７基準
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章  

目
4.コスト管理の知識理論・技術手法

項  

目
4.6 環境計画とコスト管理

細  

目
4.6.1 環境配慮計画とコスト 正答肢 ４

問題４８

環境配慮計画とコストに関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ292  4 行目

２． Ｐ292  10 行目

【解答肢】 ３． Ｐ292  13 行目

１. 建築物に係る環境配慮項目としては、①周辺環境保全、②長寿命化、③省エネルギー・省資源、④エコマ ４． Ｐ292  16 行目

  テリアルの使用、⑤適正使用・適正処理の 5項目があり、総合的かつ適正な環境配慮計画が望まれる。

２. 環境配慮計画の検討対象計画としては、Ⓐ新築計画、Ⓑ既設改修計画、Ⓒ運用改善計画の 3種類の

  計画が対象と考えられる。

３. 環境配慮計画の検討時期については、建築物のⓐ計画段階、ⓑ設計段階、ⓒ工事段階、ⓓ運用段階

の 4つの検討段階があり、段階ごとに各環境配慮項目の検討を行う必要がある。 【 解  説 】

４． 環境配慮計画の検討段階においては、建築物のグレード（仕様等）の約 85％が決まる「計画段階」と 4.が最も不適切

「工事段階」の検討が重要であるといえる。 「工事段階」ではなく「基本設計段階」
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章  

目
３．建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.3 設備計画とコスト

細  

目
（２）設備コストの構成 正答肢 １

問題４９

一般的な設備工事の構成において、次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ１４２ 5 行目～

２．Ｐ１４３ 1 行目～

【解答肢】 ３．Ｐ１４３ 15 行目～

１．電気設備工事には、受変電設備、電灯設備、自動制御設備がある。 ４．Ｐ１４３ 29 行目～

２．空調設備工事には、熱源機器設備、空気調和機器設備、換気設備がある。        

３．衛生設備工事には、衛生器具設備、給水設備、排水設備がある。

４．昇降機設備工事には、エレベーター設備、エスカレーター設備がある。

     

【 解  説 】

  １．が最も不適切

自動制御設備は 空調設備工事。。
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章  

目
４．ｺｽﾄ管理の知識理論・技術手法

項  

目
4.4 解体工事

細  

目
4.4.（1）解体工法 正答肢 ３

問題５０

解体工法に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ２７３  4・5 行目

２． Ｐ２７４  16～18 行目

【解答肢】 ３． Ｐ２７４ 38・39 行目 Ｐ２７５ , 1 行目

１．圧砕工法とは、大きなペンチ状のツメが油圧によりコンクリートを掴み圧砕する油圧圧砕機を使用した ４． Ｐ２７５  17・18 行目

工法である。

２．ブレーカー工法とは、油圧式大型ブレーカー（ジャイアントブレーカー）をベースマシンに装着し、油圧

  または空気圧でハンマーがのみを連続打撃し、のみの先端によりコンクリートを破壊する工法である。

３．ワイヤーソーイング工法とは、ダイヤモンドを埋め込んだ円盤状の切刃（ブレード）を高速回転させて、

  鉄筋コンクリートを切断する工法である。 【 解  説 】

４．発破工法とは、火薬類の爆発エネルギーを利用して、建築物を一気に解体したり、建築物の一部を ３．が最も不適切

破砕して倒壊させる工法である。 カッター工法についての記述である。
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章  

目
第 7 章 建築数量積算基準

項  

目
3.基準で決めていること

細  

目
7.3.2 区別・区分で決めていること 正答肢 ２

問題５１

建築数量積算基準で定められている躯体の計測・計算方法で、次の記述のうち、最も不適切なものを 【出 典】

１つ選び、その番号を答えなさい。 建築積算士ガイドブック

１． Ｐ２１０  10～12 行目

２． Ｐ２１０  12～14 行目

【解答肢】 ３． Ｐ２１０    31・32 行目

１．鉄筋を計測・計算する場合、別に定める各部分の計測・計算の場合を除き、径１３mm 以下の鉄筋は ４． Ｐ２０９    21・22 行目

６．０ｍごとに、１６mm 以上の鉄筋は７．０ｍごとに継手があるものとする。

２．鉄筋の割付本数が設計図書に記載されていない場合、コンクリートの長さを鉄筋の間隔で除し、

  小数第１位を四捨五入した整数に１を加えた本数とする。

３．鉄骨の鋼板を計測・計算する場合、設計寸法による面積とする。ただし、複雑な形状のものは

近似する長方形として計測・計算できる。 【 解  説 】

４．コンクリートを計測、計算する場合、鉄骨鉄筋コンクリート造などのコンクリ－トの中に入る ２．が最も不適切

  鉄骨は、鉄骨の設計数量について７．８５ｔを１㎥として欠除する。 小数第１位を四捨五入ではなく、

切り上げた整数に１を加えた本数とする。
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章  

目
4. コスト管理の知識理論・技術手法

項  

目

4.8 建築コスト管理における情報技術

（ＩＣＴ）とＢＩＭ

細  

目
正答肢 ３

問題５２

建築コスト管理における情報技術（ＩＣＴ）に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び 【出 典】

その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ３２６   ２３行目

２． Ｐ３２６   ３４行目

【解答肢】 ３． Ｐ３２５   １４行目

１．ＩＣＴ化の一つの柱として情報ネットワークの活用がある。インターネットやイントラネットに代表 ４． Ｐ３２７    ２８行目

  されるネットワークは大容量・高速通信化しており、建築生産システムの変革を生み出している。

２．入札は適切な業者を選定するためにも建築生産プロセスにおいて重要な業務である。従来、煩雑な労力

  を要していたが、現在は電子入札が普及している。

３．建築コスト管理の基本である積算業務においては、アプリケーションソフトウェアが少ないため

  ＩＣＴ化が遅れている。 【 解  説 】

４. ＢＩＭとは、３次元ＣＡＤを用いて一元的に、建築物のライフサイクル全般にわたって必要な建物情報 ３．が最も不適切

  を記述することを意味している。 建築コスト管理の基本である積算業務において

もＩＣＴ化は進んでおり、アプリケーション

ソフトウェアも多く製品化されている。

※ＢＩＭ （Building Information Modeling）
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章  

目
３．建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.3 設備計画とコスト

細  

目
（11）改修工事と設備コスト 正答肢 ２

問題５３

改修工事の設備コストに関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ１５９ 26 行目～

２．Ｐ１５９ 11 行目～

【解答肢】 ３．Ｐ１５９ 7 行目～

１．改修工事の関連項目として、機器分割搬入・組立費、無火気工法による工事費、ダクト清掃費などを ４．Ｐ１５９ 6 行目～

  計上が考えられる。        

２．新築工事と比較すれば工事動線、作業時間、作業制限などの問題があり、工事の生産性が低下する傾向

  にあるが、労務工数は新築工事に比べ多くなることはない。

３．既存建物の改修工事にはテナント改修、耐震改修、省エネ改修、用途変更に伴う改修などあり、その    

  なかに耐用年数を迎えた設備機器更新を含めることもある。 【 解  説 】

４．ライフサイクルコストを少なくするためには、最小限の期間とコストで改修工事を行える適切な計画が ２．が最も不適切

  必要である。 新築工事よりも作業の効率は悪くなり、

多くの労務工数が必要になる。

  

                                                   

平成２７年  月   日作成
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章  

目
4．コスト管理の知識理論･技術手法

項  

目
4.7 法規とコスト

細  

目

4.7.（4）「地震(風圧)に対する安全性」に関

する法規とコスト
正答肢 1

問題５４

住宅品質確保法に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ311,  34 行目

２． Ｐ311 , 38 行目

【解答肢】 ３． Ｐ311 , 39 行目

１．住宅の品質確保の促進、住宅取得者の利益保護、住宅に関する紛争の迅速かつ適正な処理を目的に ４． Ｐ311 , 40 行目

  1995 年 10 月に本格施行された。

２．住宅性能表示制度は国土交通大臣が性能表示基準を定め、登録住宅性能評価機関が評価を行う。

３．住宅性能表示制度の評価を行う段階は 設計段階と建設段階である。

４. 住宅性能表示制度の評価項目は 10 分野 34事項ある。

【 解  説 】

1．がもっとも不適切

2000 年 10 月に本格施行
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.4 発注方式

細  

目
3.4.3  契約図書と契約管理 正答肢 ４

問題５５

請負契約約款と設計図書に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ 183  ,     5 行目

２． Ｐ 184  ,    25 行目

【解答肢】 ３． Ｐ 184 ,    39 行目

１．民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款とは、現在わが国で最も多く採用されている標準請負契約 ４． Ｐ 186 ,    23 行目

  約款であり、主として民間工事に適用されている。

２．公共工事請負契約約款と民間（旧四会）連合協定の約款との主な違いは、公共工事請負契約約款は

  発注者がその組織の中に多くの建築技術者を抱えているような場合を想定している点である。

３. 契約図書は、基本的に契約書（発注者と請負者の権利義務を規定するもの）と、設計図書（成果物の

規格・仕様や業務の作業内容を規定するもの）により成り立っている。 【 解  説 】

４. 公共標準建築工事仕様書による設計図書の優先順位は、（1）現場説明書、（2）現場説明による質問 4. が最も不適切

回答書、（3）特記仕様書、（4）図面、（5）標準仕様書、の順である。 優先順位は、現場説明による質問回答書が

第１位である。

次に現場説明書、特記仕様書、図面、

標準仕様書の順である。
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章  

目
３．建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.2 設計計画段階の業務

細  

目

3.2.7 ＬＣＣ（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｿﾌﾄ）

   （1）（2）
正答肢 ３

問題５６

ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その 【出 典】

番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ１２６ 41 行目～

２．Ｐ１２６ 33～35 行目

【解答肢】 ３．Ｐ１２７ 13～16 行目

１．ＬＣＣとは、建物にかかる生涯コストのことであり、建物の企画・設計に始まり、工事、運用を経て ４．Ｐ１２７ 3～ 4 行目

  解体処分するまでを建物の生涯と定義して、その全期間に要する費用を意味する。        

２．投資環境の変化に対応するため、発注者にとって建物の設計や投資の判断を行う際に、従来よりも

  綿密で迅速かつ的確な意思決定を助ける経済性の評価がより重要になってきており、ＬＣＣが実務へ

  活用可能なツールとして改めて見直されている。    

３．ＬＣＣ手法の定義は「一定期間内の初期投資額、更新、取り替え費、運営費（光熱費を除く）および 【 解  説 】

  メンテナンス経費と修繕費の合計額の投資の決定を、現在価値あるいは年間価値による経済上の観点 ３．が最も不適切

  から分析価値する手法である」と定義している。 運営費（光熱費を除く）は間違いで、

４．ＬＣＣの初期建設費は全体コストの約 4分の 1程度であり、残りの 4分の 3はランニングコストに 運営費（光熱費を含む）が正しい。

  要しているといわれる。
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章  

目
4．コスト管理の知識理論・技術手法

項

目
4.2 構工法とコスト 細目

4.2.2 PCa(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ)工法

4.2.5 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ構造

4.2.7 制振構造

4.2.8 逆打工法

正答肢 ４

問題５７

構工法に関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を答えなさい。 【出典】

建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ２４６ 31 行目

２．Ｐ２５０ 38 行目

【解答肢】 ３．Ｐ２５５ 24 行目

１．ＰＣａ（プレキャストコンクリート）工法の１つであるＨＰＣ工法とは、ＳＲＣ系の中高層住宅向け ４．Ｐ２５６ 34 行目

ＰＣａ工法であり、柱・梁にＨ鋼を採用し、耐震壁を備えた構造である。

２. ハイブリッド構造とは、異なる材料、部材、架構を組み合わせた構造形式の総称であり、大きく分類

すると、合成構造、複合構造、混合構造がある。

３．制振構造とは、振動を制御するための装置や機構が組み込まれた構造である。

４．逆打工法は、地上躯体を地下工事と並行して進めることにより、順打工法と比較して、大幅なコスト 【解説】

削減も可能となる。 ４．が最も不適切

大幅なコスト削減ではなく、大幅な工期短縮

の可能性がある。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.2 設計計画段階の業務

細  

目
3.2.3 建物設計要因とコスト 正答肢 ２

問題５８

設計計画段階のコスト管理のなかで、コスト変動要因の 1 つである発注契約要因に関する記述のうち、 【出 典】

  最も不適切なものを 1つ選び、その番号を答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ ８３，30･31 行目

２． Ｐ ８４，2･3 行目

【解答肢】 ３． Ｐ ８４，13～15 行目

１．主な発注方式としては、建築工事と各設備工事(電気･空調･給排水衛生･昇降機･特殊設備等)を ４． Ｐ ８４，18～20 行目

    一括発注する方法と、各々を分ける分離発注とがある。

２．施工者の選定方式は、入札、見積合せ、特命発注のみである。

３. 施工者選定方式を価格レベルでみると、一般に入札方式と見積合せは最も競争性を確保できる。

４．工事契約方式には、総価請負契約、実費精算契約、そして単価請負契約の 3つに大別される。

【 解  説 】

２.が最も不適切

他に「随意契約」｢総合評価｣がある。
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章  

目
3.建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.4 発注方式

細  

目
3.4.1  施工者選定方式 正答肢 ２

問題５９

発注方式に関する次の記述のうち、最も不適切なものを 1 つ選び、その番号を答えなさい。 【出 典】

建築コスト管理ガイドブック

１． Ｐ 167  ,    13 行目

２． Ｐ 167 ,    34 行目

【解答肢】 ３． Ｐ 168 ,    24 行目

１．性能発注方式とは、受注者側の有する技術や管理能力などを積極的に活用する調達方法で、具体的には、 ４． Ｐ 169 ,    4 行目

設計・施工一貫（デザインビルド）、プライム・コントラクティング、ＰＦＩなどがある。

２．プライム・コントラクティング方式とは、複数の事業者（通常、建設会社、設計者、専門工事会社などで

  コンソーシアムを組むことが多い）が設計から施工までの業務の全責任を請負う契約方式である。

３. 二段階競争入札方式とは、大型プロジェクトで競争要素と随契要素を組み合わせて、競争入札の原理も

残し、建設会社の工事技術力を詳細設計段階に生かせるといったメリットを持っている。 【 解  説 】

４. 入札 VE 方式とは、建設会社から技術的な工夫の余地が大きいと考えられる工事の施工方法等に関する 2. が最も不適切

提案を募集し、民間の技術開発を積極的に活用することにより、建設工事コストの縮減を目的として 複数の事業者は間違い。

いる。 単一の事業者（通常、建設会社、…）が

設計から施工までの業務の全責任を請負う

契約方式である。



60

平成２７年度建築コスト管理士試験問題

章  

目
３．建築生産プロセスとコスト管理

項  

目
3.3 設備計画とコスト

細  

目
（8）設備工事のコストコントロール 正答肢 ２

問題６０

設備工事のコストコントロールに関する次の記述のうち、最も不適切なものを１つ選び、その番号を 【出 典】

答えなさい。 建築コスト管理ガイドブック

１．Ｐ１４７ 33 行目～

２．Ｐ１４７ 33 行目～

【解答肢】 ３．Ｐ１４７ 33 行目～

１．企画段階においては、建物のコストは建設場所が決まり敷地形状、地盤の状況などが確定すると、 ４．Ｐ１４７ 33 行目～

  おおよその工事費を掴むことができる。        

２．基本計画・基本設計段階での概算にあたっては、設備設計の方針・設計条件などを確認し、工事費を

  算出するが、建設市場の動向、設備機器価格などによる実勢は、この段階では考慮しなくてよい。

３．基本設計段階における概算工事費によって発注者の目標工事費は、ほぼ確定される。    

４．実施設計段階のできるだけ早い時期に主要機器類などのコストを掴んでおきたい。なぜならば、 【 解  説 】

  その内容だけで設備工事費の５０％以上を占める場合もある。 ２．が最も不適切

  建設市場の動向、設備機器価格などによる

実勢は、考慮する必要がある


